
令和６年４月１日現在　切石区の人口　2,229人（男性 1,084人　女性 1,145人） 組合加入 596戸（世帯数　933戸）
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第 41 号

令
和
６
年
度

　
　

を
迎
え
て

　

総
会
に
於
い
て
役
員
が
承

認
さ
れ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

致
し
ま
し
た
。
新
年
早
々
に

は
能
登
地
方
で
地
震
が
発
生

し
大
変
驚
き
ま
し
た
。
こ
の

事
は
我
々
に
警
告
を
与
え
て

く
れ
た
の
だ
、
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
防
災
に
対

す
る
備
え
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
の
柱
と
し

ま
し
た
「
防
災
対
策
を
充
実

さ
せ
、
自
主
防
災
に
向
け
た

見
直
し
」
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
事
を
一
番
に
挙
げ
た
の

は
や
は
り
防
災
が
一
番
大
切

と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
区
民
の
皆
様

を
守
る
為
に
も
区
民
参
加
の

防
災
訓
練
が
必
要
で
す
。
区

民
の
皆
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
ら
始
め
る
の
か
、

１
、
安
否
確
認
が
必
要
で
す

２
、
避
難
場
所
の
確
保
で
す

３
、
ト
イ
レ
を
確
保
す
る

４
、
飲
料
水
等
の
水
の
確
保

５
、
食
料
品
を
確
保
す
る
事

　

訓
練
で
は
、

１
、
避
難
場
所
と
避
難
経
路

２
、
避
難
者
へ
の
避
難
誘
導

３
、
避
難
場
所
で
の
受
入
れ

４
、
被
災
地
へ
の
人
員
派
遣

５
、
被
災
状
況
の
情
報
収
集

と
取
扱
い
内
容
が
多
い
の
で

訓
練
内
容
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
年
の
防
災

訓
練
は
、
こ
う
し
た
内
容
を

取
り
入
れ
た
区
民
の
皆
様
が

参
加
し
や
す
い
内
容
で
考
え

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
防
災
備
品
も

必
要
な
物
を
必
要
な
分
確
保

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
防
災
の
事

を
考
え
ま
す
と
、
組
合
へ
の

加
入
が
い
か
に
大
切
か
を
理

解
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
未

加
入
世
帯
の
皆
様
に
は
是
非

組
合
加
入
を
前
向
き
に
考
え

て
頂
き
た
い
と
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
申
し
上
げ
て
参
り

ま
し
た
が
自
治
会
活
動
は
区

民
の
皆
様
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
「
絶

大
な
る
ご
支
援
を
頂
戴
し
た

い
」
と
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
令
和
６
年
度
に
向
け
た

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和６年度  切石区自治会役員一同

後列左より　酒井克規（１班長・継）　 森　茂夫（２班長・継）　 村澤好保（３班長・新）　 平澤将樹（４班長・継）
　　　　　　園原一男（５班長・新）　 池場義樹（６班長・新）　 松澤昇平（７班長・継）　 仲田茂樹（８班長・新）
　　　　　　杵鞭　聡（９班長・継）
前列左より　下平克己（建設山林部長・継）　　河地俊宣（環境衛生部長・新）　　村澤博富美（健康福祉部長・新）
　 　 　 　 土屋　勉（監事・新）　　村澤通雄（監事・留）　　　矢澤博昭（監事・留）　　　
　　　　　　前澤清隆（区長・留）　　小澤澄子（副区長・新）　　藤井　昭（会計・留）　　嶋村　浩（総務・留）
　　　　　　仲田　明（公民館・教育文化部長・新）　松本　剛（生活安全部長・新）　吉川昌彦（子どもを育む部長・新）
 ＊略字説明　 新＝新任役員　 継＝任期２年目役員　 留＝２期目役員

区
長　

前
澤
清
隆

（
5
班
12
組
）
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役
員
就
任
に
あ
た
り

 

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
周

囲
の
方
々
の
ご
協
力
で
力
不

足
を
補
っ
て
い
た
だ
き
歩
み

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

鼎
で
初
め
て
の
女
性
副
区

長
と
い
う
こ
と
で
、「
よ
く

受
け
た
な
あ
」
と
「
よ
く
受

け
て
く
れ
た
な
あ
」
の
両
意

見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
切
石

の
方
々
の
寛
大
な
お
心
に
甘

え
ず
努
め
ま
す
。
私
の
役
目

の
一
つ
は
女
性
役
員
に
バ
ト

ン
を
渡
せ
る
よ
う
頑
張
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

明
る
く
楽
し
く

　

本
年
度
よ
り
公
民
館
長
を

務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

仲
田
で
す
。
今
ま
で
副
館
長

を
２
年
、
主
事
を
２
年
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
楽
し
く
活
動
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

切
石
区
役
員
就
任
に
あ
た
り

　

今
年
度
よ
り
生
活
安
全
部

長
を
拝
命
し
た
松
本
で
す
。

早
速
、
天
伯
八
幡
神
社
春
季

祭
典
獅
子
舞
の
警
護
と
い
う

大
役
を
皆
様
の
ご
協
力
で
何

と
か
無
事
で
き
た
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
不

慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、２
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
員
就
任
に
あ
た
り

　

子
ど
も
を
育
む
部
の
部
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
地
域

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
随
分

と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
新
し
い
時
代

の
活
動
を
皆
様
と
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
長
寿
を
支
え
合
う

　

地
域
社
会
が
抱
え
る
福
祉

課
題
や
生
活
課
題
は
複
雑
多

様
化
し
対
応
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
健
康
長
寿
は

誰
も
が
願
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
で
の
支
え
合
い
や
身

近
な
助
け
合
い
を
通
し
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
切
石
区

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

切
石
区
役
員
就
任
に
あ
た
り

　

今
年
度
よ
り
環
境
衛
生
部

長
と
な
り
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、

鼎
地
区
環
境
衛
生
の
基
本
方

針
を
基
に
皆
様
の
生
活
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
賜
り
役
目
を

果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

監
事
を
拝
命
し
て

　

こ
の
度
、
監
事
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。

　

切
石
に
生
ま
れ
、
地
元
の

皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て
今
日

が
あ
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
へ
の

恩
返
し
と
し
て
自
治
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

辰
年
生
ま
れ
の
班
長
で
す

　

役
員
の
皆
様
と
の
御
縁
を

大
切
に
し
て
、
地
域
の
方
々

と
共
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
５
班

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

班
長
の
役
を
２
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次

世
代
に
継
承
で
き
る
よ
う
に
、

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

切
石
区
役
員
就
任
に
あ
た
り

　

前
回
、
仕
事
が
重
い
中
お

断
り
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し

た
が
今
回
引
き
受
け
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。
６
班
は
９

組
合
52
戸
と
切
石
で
も
３
番

目
に
小
さ
い
班
で
す
。
組
合

員
減
少
の
昨
今
、
２
年
間
皆

様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
　

　

私
自
身
初
め
て
の
自
治
会

役
員
と
な
り
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

前
任
の
方
や
先
輩
役
員
の
皆

様
方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
く

中
で
懸
命
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

副
区
長

仲
田
　
明（
4
班
11
組
）

公
民
館・教
育
文
化
部
長

松
本
　
剛（
6
班
6
組
）

小
澤
澄
子（
2
班
2
組
）

生
活
安
全
部
長

吉
川
昌
彦（
7
班
11
組
）

子
ど
も
を
育
む
部
長

村
澤
博
富
美（
4
班
8
組
）

健
康
福
祉
部
長

河
地
俊
宣（
3
班
12
組
）

環
境
衛
生
部
長

土
屋
　
勉（
4
班
７
組
）

監　
事

村
澤
好
保（
３
班
１
組
）

３
班
長

園
原
一
男（
5
班
6
組
）

５
班
長

池
場
義
樹（
6
班
18
組
）

６
班
長

仲
田
茂
樹（
8
班
7
組
）

８
班
長



　

令
和
６
年
度
天
伯
神
社
奉

納
獅
子
舞
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
に
対
す
る
規

制
も
解
除
さ
れ
、
久
々
に
通

常
の
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
祭
典

２
日
間
晴
天
に
恵
ま
れ
事
故

も
無
く
実
施
で
き
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
協

力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
獅

子
舞
創
生
１
０
１
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
永

年
受
け
継
が
れ
て
来
た
勇
壮

な
獅
子
舞
が
実
施
で
き
、
区

民
の
皆
様
に
活
気
と
元
気
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
春
季
祭
典
獅
子
舞

は
４
代
目
と
な
る
獅
子
頭
を

新
調
し
保
存
会
も
新
し
い
体

制
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　令和 6年 6月30日
　

４
月
21
日（
日
）
15
時
よ

り
切
石
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て
令
和
６
年
度
切
石
区
自
治

会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
５
９
６
戸
中
97
戸
が
出

席（
委
任
状
提
出
３
８
６
戸
）

し
、
総
会
資
料
に
基
づ
き
令

和
５
年
度
事
業
報
告
、
会
計

決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
役

員
改
選
と
令
和
６
年
度
事
業

計
画
案
、
予
算
案
を
審
議
・

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
で
区
民
が

徐
々
に
減
る
中
、
自
治
会
運

営
も
難
し
い
面
が
多
々
あ
り

第41号

ま
す
が
、
今
後
と
も
自
治
会

活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
12
日（
日
）午
前
中
、

建
設
山
林
部
と
区
役
員
の
総

勢
24
名
で
区
有
林
の
見
廻
り

と
井
戸
手
の
立
木
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

井
戸
手
の
調
査
は
５
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
全
て
の
木

の
樹
高
や
直
径
を
測
り
、
調

査
の
結
果
か
ら
約
0
・
2
ha

の
山
林
に
樹
齢
約
60
年
、
平

均
胸
高
直
径
27
㎝
、
平
均
樹

高
21
m
の
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
が

約
1
6
0
本
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

総
務　

嶋
村
　
浩

令
和
６
年
度

    
定
期
総
会
開
催

　
切
石
獅
子
舞
保
存
会
　

平
澤
勝
文

春
季
祭
典
獅
子
舞

　
　
　
　
を
終
え
て

　
　
建
設
山
林
部
長
　
　
　

　

下
平
克
己

区
有
林
見
廻
り
と

　

井
戸
手
立
木
調
査

妙
琴
公
園
つ
つ
じ
ま
つ
り

　

妙
琴
公
園
で
は
毎
年
つ
つ
じ
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
、

Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
「
妙
琴
公
園
つ
つ
じ
祭
り
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
４
月
28
日
の
朝
か
ら
、
妙
琴
公
園
愛
護

会
の
会
員
が
集
ま
り
、
鯉
の
ぼ
り
の
飾
り
つ
け
を
行
い
約

１
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。
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獅
子
舞
を
皮
切
り
に
、
新

役
員
体
制
で
の
切
石
区
自
治

会
活
動
が
、
ほ
ぼ
制
限
無
し

で
開
始
し
ま
し
た
。
厳
し
い

社
会
情
勢
に
負
け
な
い
で
、

住
み
良
い
地
域
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。　
　
　

（
小
澤
）

　

広
報
委
員
長　

小
澤
澄
子

　
　

副
委
員
長　

嶋
村　

浩

　
　
　

委　

員　

平
澤
将
樹

　
　
　

委　

員　

吉
川
昌
彦

　

切
石
区
で
は
昨
年
よ
り

鼎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極

的
に
活
用
し
、
区
の
行
事

等
を
迅
速
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

広
報
き
り
い
し
の
発
行

は
年
２
回
で
す
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
い
つ
で
も

最
新
の
情
報
を
見
ら
れ
る

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
氏
子
総
代

総
代
長　

木
下
正
明
（
9
│
7
）

総　

代　

島
岡
幸
夫
（
1
│
13
）

総　

代　

下
枝
信
幸
（
5
│
3
）

総　

代　

今
牧
隆
治
（
7
│
2
）

■
民
生
委
員

　

中
島　

千
文　
（
1
│
7
）

　

西
尾
由
美
子　
（
6
│
6
）

　

宮
下
勢
津
子　
（
9
│
6
）

■
切
石
長
生
会

会　

長　

梅
田　

実
（
9
│
7
）

■
切
石
獅
子
舞
保
存
会

会　

長　

平
澤
勝
文
（
5
│
10
）

■
日
赤
奉
仕
団
鼎
分
団

切
石
班
長　

長
谷
部
順
子

（
4
│
1
）

■
消
防
団
第
15
分
団

分
団
長　

小
林
拓
磨
（
名
古
熊
）

■
鼎
壮
年
団
切
石
支
部

支
部
長　

平
岩
功
治
（
4
│
16
）

■
妙
琴
公
園
愛
護
会

会　

長　

近
藤
忠
治
（
1
│
２
）

■
切
石
松
川
八
重
桜
愛
好
会

会　

長　

島
岡
幸
夫
（
1
│
13
）

■
飯
田
商
工
会
議
所

　
　
　
鼎
支
部
切
石
支
会

支
会
長　

尾
澤
誠
治
（
4
│
10
）

 
■
鼎
勤
労
協
切
石
支
部

支
部
長　

木
下
輝
秋
（
9
│
6
）

■
鼎
小
学
校
P
T
A

　
　
　
　
　
切
石
支
部

支
部
長　

西　

雄
三
（
8
│
12
）

■
鼎
中
学
校
P
T
A

　
　
　
　
　
切
石
支
部

支
部
長　

河
野
哲
也
（
5
│
3
）

■
明
星
保
育
園

保
護
者
会
長　

鎌
倉
公
宏

（
大
瀬
木
）

■
明
星
児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
会
長　

高
橋
和
史

（
名
古
熊
）

■
切
石
少
年
野
球

保
護
者
会
長　

香
山
英
幸

（
9
│
3
）

令
和
６
年
度
各
種
団
体
代
表
者
（
　
）は
班
│
組

収　入

科　　目
前 年 度 繰 越
区費・事業所等賛助区費
助 成 金 ・ 他

計
支　出

科　　目
会 議 費
文 化 祭 費
切石区民まつり費
敬 老 会 費
各 事 業 部 等 費
公 民 館 費
補 助 費
危 機 管 理 費
修繕費・備品費・事務費
保険料・水道光熱費・通信費
印刷費・消耗品費・その他
役 員 等 手 当
特 別 会 計 へ
予 備 費

計

6年度予算額
2,087,884
3,820,000
1,565,000
7,472,884

6年度予算額
250,000

0
250,000
300,000
490,000
550,000
310,000
250,000
400,000
790,000
530,000
972,000
600,000
1,780,884
7,472,884

５年度予算額
2,168,441
3,760,000
1,465,000
7,393,441

５年度予算額
330,000
150,000
250,000
350,000
520,000
600,000
310,000
450,000
515,000
840,000
820,000
972,000
1,050,000
236,441
7,393,441

比較増減
△ 80,557
60,000
100,000
79,443

比較増減
△ 80,000
△ 150,000

0
△ 50,000
△ 30,000
△ 50,000

0
△ 200,000
△ 115,000
△ 50,000
△ 290,000

0
△ 450,000
1,544,443
79,443

令和６年度 切石区自治会一般会計予算
（単位：円　△：前年度減）

（単位：円　△：前年度減）

　中央アルプストンネル松川工区（延長4,867m）の
本坑工事は名古屋方向（西向き）に1100mを超えまし
た。また松川右岸、左岸ではトンネル坑口（出入口）
の切土・法面工事の準備工事が進んでいます。
　妙琴公園からの発生土は黒田工区、下久堅へ工事
用材料として運搬されています。工事用車両は市道
大休妙琴線を上り、工事用仮桟橋を使って松川を渡
り、県道飯田南木曽線を下るワンウェイで運行して
おり、５月は片道２１０台／日（月最大）の通行台数と
なっています。

鼎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

鼎ホームページ
（切石のページ）

h
i
t
o
ka
na.c
o
m

リニア工事の進捗状況リニア工事の進捗状況


